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当初の主な対象は 12 歳から 15 歳の中学生であり，
これらの少年と一緒に活動できる少年として小学校
5，6 年生や高校生などが加えられていた．1 回の練





















































向が見られ，直近の平成 30 年までの 5 年間で団数
は 174 団から 160 団，団員数 3,392 名から 3,019 名8）
といずれも 1 割程度減少している．平成 30 年に鳥
取県体育協会により単位団に対して実施されたアン
ケート調査9）（以下，H30 調査）によると，回答のあっ










　指導者の年齢は 40 歳代を中心に 20 歳代から 60
























いては週 3 日が多いが，両調査の 10 年間のうちに
週 4 日から 3 日に移行している傾向が見られた．曜
日は，いずれの調査においても土日の両日もしくは
土曜日に活動している団が 7 割以上である．活動時
間については，H30 調査では平日は 2～3 時間，土
日は 3 時間以上とした団が最も多く，H19 調査に比
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